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序

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムでは、 日本人の起源とその形質変化を明らかにするとと

もに、調査研究の成果から未来の形質を予測する試みをおこなっています。

日本人の起源については、南方ルートの解明のために、琉球列島における人類学研究を続け

ています。縄文時代と弥生時代にヒトの移動や交流があったかどうかを検証するためには、ま

ず沖縄県の縄文時代や弥生時代に相当する時期の古人骨の特徴を明らかにする必要がありま

す。そのためにこの地で人骨の調査と研究を続けています。 こうした課題を解明するために

1998年と99年に八重瀬町（旧・具志頭村）に所在するガルマンドウ原洞穴遺跡の発掘調

査をおこないました。この調査では、人骨と土器および貝製品をセットで発掘することができ

ました。検出された人骨や遺物は土器や理化学的な年代分析によって縄文晩期の所産と推測さ

れています。港川人と縄文人の関係を明らかにするために、 さらに古い時代の人骨や遺物を求

めて、調査を続けようとしましたが、大岩に阻まれ、発掘調査を断念しました。出土した人骨

は約21体ですが、頭蓋の保存状態が悪く、頭型や顔面の特徴を明らかにすることはできませ

んでした。

2007年から糸満市にある摩文仁ハンタ原遺跡で人骨の調査を開始しました。この遺跡で

は人骨の層が厚く、多くの人骨とともに貝製品や土器などが出土し、縄文人の形質的特徴と埋

葬方法および縄文文化の一部を知ることができました。 07年に出土した人骨と07年と08

年に検出した遺物については09年にその成果を報告しました。発掘調査は09年と10年も

実施し、当初の目的を達成したので、予定した発掘調査を10年で終了することにしました。

出土した人骨と遺物は多く、研究はまだ今後も継続していかなくてはなりませんが、取り急ぎ

この4年間で得た成果を公表し、今後の研究の資料としたいと思います。

本遺跡の発掘調査では多くの方にご援助を賜りました。記してお礼申し上げます。

2011年（平成23年） 3月

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム

館長松下孝幸
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例言

1．本報告書は、 2009年度（平成21年度）と2010年度（平成22年度）におこなった沖縄県糸満市

に所在する摩文仁ハンタ原遺跡の第3次、第4次発掘調査の報告書である。

2．発掘調査は土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムが主体となり糸満市教育委員会の協力を得て実施

した。

3．人骨の実測・トレースは松下真実、中野江里子が、人骨の整理･復元などは松下玲子、磯部美恵子、

中野江里子（人類学ミュージアム職員）がおこない、考古遺物の整理･実測・トレースは大城一成、

城間千栄子、登真知子、大城愛梨、金城のどか（糸満市教育委員会）がおこなった。

4．地形測量などは株式会社埋蔵文化財サポートシステム沖縄支店の協力を得た。

5．本書の編集は松下孝幸がおこない、原稿の執筆は松下孝幸、湖城渭、大城一成、松下真実がそれ

ぞれ分担した。
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第I章序説

第1節調査地と調査期間

1．調査地

遺跡名：摩文仁ハンタ原遺跡

所在地：沖縄県糸満市字摩文仁ハンタ原547番地
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3．組織・調査者・協力者

く組織＞

・発掘調査統括者 松下孝幸（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム・館長）

．考古学統括者 湖城清（糸満市教育委員会生涯学習課・副参事）

・人類学現場責任者松下真実（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム）

・考古学現場責任者大城一成（糸満市教育委員会生涯学習課）

＜2007年（平成19年)>

（1）調査者

松下孝幸、松下真実、磯部美恵子、松下玲子、中野江里子、沖田絵麻

（士井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム）

湖城渭、大城一成、城間千栄子、登真知子、大城愛梨（糸満市教育委員会）

堤浩一朗、知花一正、喜屋武志保（株式会社埋蔵文化財サポートシステム沖縄支店）

国吉勇

高椋浩史（熊本大学文学部4年）

（2）協力者

浜田哲二（朝日新聞社）、平野雅俊（株式会社文化映研）

く2008年（平成20年)>

（1）調査者

松下孝幸、松下真実、松下玲子、中野江里子（土井ケ浜遺跡・人類学ミユージアム）

湖城清、大城一成、城間千栄子、登真知子、大城愛梨（糸満市教育委員会）

堤浩一朗、松浦智（株式会社埋蔵文化財サポートシステム沖縄支店）

木口裕史、牛ノ浜修、翁長武司、仲宗根文子、渡辺美幸、青木絵美（株式会社パスコ）

国吉勇

井川一成（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）
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＜2009年（平成21年）＞

（1）調査者

松下孝幸、松下真実、松下玲子（士井ケ浜遺跡・人類学ミユージアム）

湖城清、大城一成、城間千栄子、登真知子、大城愛梨（糸満市教育委員会）

堤浩一朗、松尾直子、宇田員将、知念文乃、喜屋武志保、仲嶺晴代、萩原尚、上原尚樹（株式会

社埋蔵文化財サポートシステム沖縄支店）

小山田常一（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科・助教）

重森正樹(NPO法人ヒロシマ文化・健康サポートセンター）

国吉勇

<2010年（平成22年)>

（1）調査者

松下孝幸、松下真実、松下玲子（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム）

湖城清、大城一成、登真知子、金城のどか（糸満市教育委員会）

堤浩一朗、松尾直子、岸本義彦、萩原尚（株式会社埋蔵文化財サポートシステム沖縄支店）

重森正樹、濱岡大輔(NPO法人ヒロシマ文化・健康サポートセンター）

国吉勇

町田祐一郎（大阪大学2年）

4．遺跡の発見者

国吉勇

第2節調査に至る経緯

発掘調査報告書(1)参照

（沖縄県糸満市摩文仁ハンタ原遺跡発掘調査報告（ 1）、士井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム研究紀

要第4号： 1-58, 2009年）

第3節調査の目的

沖縄県では約32000年前の山下洞人や約18000年前の港川人などの旧石器時代人骨が出士している

が、それに続く縄文人骨や弥生人骨の出士例はけっして多くない。そのために琉球列島では、港川人

などの旧石器時代人が縄文時代人へと連続するのか、連続するとすればどのように変化し、現代人の

形質を獲得するに至ったかなどは明らかになっていない。

近年、沖縄本島から縄文晩期から弥生前半に相当する人骨が出土し（クマヤー洞穴、具志川島遺跡

群、真志喜安座間原遺跡、ガルマンドウ原洞穴、伊礼原遺跡）、縄文晩期人の形質が弥生人と連続し

ない例が知られるようになってきた。松下は、この事実と数は少ないものの、中国大陸（山東省）に

琉球列島の弥生人骨に酷似するものがあるという事実から、縄文晩期から弥生時代にかけて琉球列島

にもヒトの移動（渡来）があったのではないかと推測している。 しかし、本地域では縄文人骨に関し
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